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第
三
十
二
期
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る 

 

当
組
合
の
第
三
十
二
期
通
常
総

会
は
䣍
五
月
二
十
四
日
午
後
四
時

三
十
分
よ
り
料
亭
䣓
や
す
井
䣔
で
䣍

組
合
員
二
十
三
名
䥹
委
任
状
五
名
䥺

の
出
席
と
䣍
来
賓
に
彦
根
市
長
大

久
保
貴
氏
䣍
同
産
業
部
長
辻
宏
育

氏
䣍
滋
賀
県
東
北
部
工
業
技
術
セ

ン
タ
䤀
所
長
山
中
仁
敏
氏
䣍
同
主

任
専
門
員
井
上
栄
一
氏
䣍
彦
根
商

工
会
議
所
会
頭
小
出
英
樹
氏
䣍
滋

賀
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
専
務

理
事
日
爪
泰
則
氏
を
迎
え
開
催
さ

れ
た
䣎 

 

総
会
で
は
䣍
議
長
に
㈱
清
水
合

金
製
作
所
社
長
和
田
正
憲
氏
を
選

出
し
議
事
の
審
議
を
行
䣬
た
䣎
第

一
号
議
案
䣓
平
成
三
十
年
度
事
業

報
告
書
並
び
に
収
支
決
算
書
・
利

益
剰
余
金
処
分
䥹
案
䥺
䣔
に
つ
い
て
䣍

第
二
号
議
案
䣓
２
０
１
９
度
事
業

計
画
書
䥹
案
䥺
並
び
に
収
支
予
算

書
䥹
案
䥺
䣔
に
つ
い
て
䣍
第
三
号
議

案
䣓
借
入
金
最
高
限
度
額
並
び
に

取
引
金
融
機
関
決
定
の
件
䣔䣍
第
四

号
議
案
䣓
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

の
件
䣔
䣍
第
五
号
議
案
䣓
定
款
の
一 

部
変
更
の
件
䣔
䣍
第
六
号
議
案
䣓
賛 

助
会
員
規
約
制
定
の
件
䣔
に
つ
い

て
上
程
し
䣍
全
議
案
が
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
た
䣎 

 

こ
の
な
か
で
䣍
第
五
号
議
案
の

定
款
の
一
部
変
更
で
は
䣍䣓
暴
力
団

等
反
社
会
的
勢
力
の
排
除
に
向
け

た
規
定
䣔
の
導
入
と
䣍
組
合
事
業

を
展
開
す
る
上
に
お
い
て
組
合
員

以
外
の
関
係
各
社
並
び
に
関
係
機

関
と
の
連
携
を
一
層
深
め
て
い
く

こ
と
か
ら
䣍
定
款
の
第
７
章
に
賛

助
会
員
規
定
を
新
た
に
設
け
䣍
以

下
の
条
文
を
繰
り
下
げ
ま
し
た
䣎

会
計
条
文
に
つ
い
て
も
変
更
し
て

い
ま
す
䣎
尚
䣍
総
会
終
了
後
の
懇

親
会
に
は
䣍
賛
助
会
員
入
会
予
定

企
業
十
三
社
十
五
名
の
方
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
大
い
に
盛
り
上
が

り
親
睦
を
深
め
合
䣬
た
䣎 

第
二
十
四
期
青
年
部
総
会
が
五

月
三
十
一
日
会
員
十
二
名
䥹
委
任
状

三
名
䥺
と
来
賓
に
滋
賀
県
中
小
企
業

青
年
中
央
会
会
長
吉
川
康
徳
氏
と

中
川
理
事
長
を
迎
え
開
催
さ
れ
た
䣎 

 

総
会
で
は
䣍
松
尾
部
長
の
議
長
に

て
第
一
号
議
案
䣓
平
成
三
十
年
度
事

業
報
告
と
決
算
書
䣔
に
つ
い
て
䣍
第

二
号
議
案
䣓
２
０
１
９
年
度
事
業
計

画
䣍
予
算
書
䥹
案
䥺䣔
に
つ
い
て
䣍 

第
三
号
議
案
䣓
青
年
部
規
約
の
一
部

変
更
の
件
䣔
を
上
程
し
䣍
各
議
案
と

も
可
決
さ
れ
た
䣎 

 

こ
の
中
で
䣍
第
三
号
議
案
の
規
約

の
一
部
変
更
は
䣍
入
会
資
格
の
年
令

を
五
十
五
歳
ま
で
引
き
上
げ
に
伴

う
も
の
で
す
䣎
こ
の
議
案
に
つ
い
て

は
䣍
会
員
よ
り
多
数
意
見
が
あ
り
引

き
上
げ
だ
け
で
な
く
他
面
で
の
検

討
が
必
要
と
の
事
で
承
認
さ
れ
た
䣎 

 

㈱
オ
䤀
ケ
䤀
エ
ム
新
工
場
稼
働 

  

㈱
オ
䤀
ケ
䤀
エ
ム
䣓
滋
賀
東
近
江

工
場
䣔
が
完
成
し
四
月
十
日
に
竣
工

披
露
と
し
て
新
工
場
見
学
並
び
に

披
露
パ
䤀
テ
䣵
䤀
が
開
催
さ
れ
た
䣎

新
工
場
は
䣍
今
後
䣍
需
要
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
船
舶
排
ガ
ス
用
バ
ル
ブ

の
生
産
拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ
同

社
四
つ
目
の
工
場
で
す
䣎 

 

春
季
組
合
ゴ
ル
フ
大
会 

  

平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
䣍
春
季

ゴ
ル
フ
大
会
が
名
神
八
日
市
カ
ン

ト
リ
䤀
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
䣎
優

勝
は
吉
安
清
作
氏
䥹
古
川
工
業
䥺
で

準
優
勝
は
同
ス
コ
ア
同
ハ
ン
デ
䣵

䤀
だ
䣬
た
が
年
令
差
で
和
田
正
憲

氏
䥹
清
水
合
金
製
作
所
䥺
と
な
䣬
た
䣎

今
年
度
は
秋
に
も
開
催
し
ま
す
䣎
賛

助
会
員
を
含
め
多
数
の
参
加
を
期

待
し
て
い
ま
す
䣎 

 

野
球
大
会
始
ま
る 

  

組
合
恒
例
の
軟
式
野
球
大
会
は
䣍

五
月
十
二
日
を
皮
切
り
に
九
チ
䤀

ム
の
参
加
で
始
ま
り
ま
し
た
䣎
予
定

通
り
進
め
ば
六
月
三
十
日
に
決
勝

戦
を
行
い
ま
す
䣎 

  

ユ
䤀
ス
エ
䤀
ル
認
定
企
業
に
二

社
が
認
定
さ
れ
る 

 
 

 
 

 

ユ
䤀
ス
エ
䤀
ル
認
定
制
度
は
䣍

平
成
二
七
年
施
行
の
若
者
雇
用
促

進
法
に
よ
䣬
て
創
設
さ
れ
た
䣍
若
者

の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
で
雇
用
管

理
状
況
な
ど
が
優
良
な
中
小
企
業

を
認
定
す
る
制
度
で
䣍
こ
の
度
䣍
滋

賀
県
第
八
号
に
㈱
昭
和
バ
ル
ブ
製

作
所
䣍
第
九
号
に
廣
瀬
バ
ル
ブ
工
業

㈱
が
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
䣎 

                 

安
全
標
語
の
募
集 

  

七
月
一
日
よ
り
全
国
安
全
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す
䣎
こ
の
習
慣
行

事
に
合
わ
せ
䣍
今
年
も
䣓
安
全
標

語
䣔
の
募
集
を
行
い
ま
す
䣎
令
和

元
年
度
の
全
国
安
全
週
間
ス
ロ
䤀

ガ
ン
は
䣍䣓
新
た
な
時
代
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
み
ん
な
で
築
こ
う
ゼ
ロ
災
職

場
䣔
で
す
䣎
多
数
の
応
募
を
お
願

い
し
ま
す
䣎 

 

滋
賀
県
立
大
学
特
別
講
義 

 
 

 

今
年
で
四
年
目
と
な
る
滋
賀
県

立
大
学
工
学
部
䣓
機
械
シ
ス
テ
ム
工

学
概
論
䣔
特
別
講
義
は
䣍
青
年
部
部

長
松
尾
直
樹
氏
䥹
松
尾
バ
ル
ブ
工
業

㈱
専
務
䥺
が
講
師
と
し
て
七
月
十
六

日
に
䣓
機
械
と
地
場
産
業
䣔
と
題
し

て
行
わ
れ
ま
す
䣎 

 

 

第 24 期 青年部総会を開催 

 

 

 

 
 
【特  級 （特級機械加工技能士）】 
 （機械加工）  松林 克蔵  ㈱マツバヤシ 
【一  級 （一級機械検査技能士）】 
 （機械検査）  近藤 則彦  ㈱ミヤジマ 
【二  級】 
 （機械検査）  田中 誠一  ㈱清水鐵工所 
 （機械検査）  山口 博矢  ㈱昭和バルブ製作所 
【三  級】 
 （機械検査）  市田 典央  協和工業㈱ 
 （機械検査）  門野 雄大  協和工業㈱ 
 （機械検査）  宇野 昌悟  ㈱昭和バルブ製作所 
 （機械検査）  福山 海斗  ㈱昭和バルブ製作所 
 （機械検査）  髙田 滉   日の本辨工業㈱ 
 （機械検査）  植野 亜美  ㈱石鋳テクノ 
 （機械検査）  山﨑 保博  ㈱ミヤジマ 
 （機械検査）  疋田 樹   ㈱ミヤジマ 
 （機械検査）  市田 有真  ㈱ミヤジマ 
 （機械検査）  安井 悠人  ㈱ミヤジマ 

平成 30 年度後期「国家試験：技能検定」合格者 

（敬称略・順不動） 

㈱オーケーエム「滋賀東近江工場」 

 




